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「ツリークライミング」（キッズスクール・町有林バスツアー） 

具体的内容 

【概要】 

 下川町では、子どもたちが安心して遊べる場をつくり、地域の大人との交流の場をつくるた

め、文部科学省の地域教育力再生プラン委託事業を受け、平成１６年度に子ども居場所づくり

実行委員会をつくりキッズスクール（地域子ども教室）を設置した。 

 この中で、子どもたちが森や木とふれあい、地域の特性である森林に親しみ、学習できる場

をつくるため、下川産業クラスター研究会木登り部門の協力のもと、ロープを使って巨木に登

るツリークライミング（木登り体験）を実施した。 

 また、町森林の森林づくりや町民の森とのふれあいを目的とした町有林バスツアーでも、参

加者を対象にツリークライミングの体験を実施している。 

 

【実績】 

 平成１７年５月  キッズスクール  下川町上名寄 矢文千古の森で実施 

 平成１８年４月  キッズスクール  下川町西町  桜ヶ丘公園（万里長城）で実施 

 平成１８年６月  町有林バスツアー 下川町上名寄 矢文千古の森で実施 

 

【活動・取組の特徴】 

 森に入るだけではなく、子どもたちが巨木に登ることによって、木の目線で森を眺め、動物

や風に耳を傾けることで、森とその環境を全身で感じることができる取組み。 

 町の森林づくり専門員の斎藤丈寛（下川町スポーツクライミングクラブ事務局長）を中心に、

ツリークライミングを指導し、森の知識などを子どもたちに伝えている。 

 また、森林に関する各種イベントでも体験会を開催し、子どもたちが町内の木々にふれあえ

る機会をつくり出している。 

 

 

 

 

五感や創造性を高める ★★★ 森や木に関する知識をつける・高める ★★★ 

協調性や社会性を育む ★ 森や木を通じた地域の活性化を図る ★ 

運動能力の発達を促す ★★★ 木の文化や技術を伝える・つくる ★★★ 

生命と自分とのつながりに気づく ★★★ つくり手・買い手・使い手をつなぐ ★ 

期待できる効果 

（自己評価） 

その他（ 地域の特性を知る ） ★ その他（           ）  

企画者または主催者名 
子ども居場所づくり実行委員会「キッズスクール」 

産業クラスター研究会木登り部門（現在は下川スポーツクライミングクラブ） 

取組主体 

参加者（参集範囲） 

 

乳幼児 ／ 未就学児童 ／ 小・中学生 

 

大人（高校生以上） ／ 高齢者 ／ その他（     ） 

 

参加者の募集 

 

  あ  る  ／   な  し 

 

※キッズスクールの募集による。 

 

ＨＰアドレス・連絡先（担当者） 

下川町教育委員会教育課生涯学習グループ（北海道上川郡下川町幸町９５番地）

 Tel：01６５５-４-２５１１ 

Fax：01６５５-４-３９３９ 

  URL： http://www.town.shimokawa.hokkaido.jp 

  Mail  : syougai@town.shimokawa.hokkaido.jp  
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クラフト街道バスツアー 

具体的内容 

【概要】 

網走管内にある、クラフト施設９カ所を２回に渡りバスで巡回をする。木工体験も合わせて

実施をする 

 

【実績】 

平成17 年度 64 人参加   平成16 年度 60 人参加 

 

【取り組み始めたきっかけ・活動を始めるまでの足跡】 

各地域に点在しているクラフト施設を線で結ぶため、クラフト街道スタンプラリーを実施し

てきた。各施設の入場者の減等、様々な問題がある中、参加者を募集し、各施設をまわること

で、地域の振興にも繋がり、クラフト街道の施設の認知度もあがる 

 

【活動・取組の特徴】 

各施設によって特色が異なるので、森林の説明や木工クラフトの製作体験、木製遊具で遊ぶ

等色々な角度から林産業に触れることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五感や創造性を高める  森や木に関する知識をつける・高める ★★ 

協調性や社会性を育む ★★ 森や木を通じた地域の活性化を図る ★★ 

運動能力の発達を促す  木の文化や技術を伝える・つくる ★★ 

生命と自分とのつながりに気づく  つくり手・買い手・使い手をつなぐ ★★ 

期待できる効果 

（自己評価） 

その他（           ）  その他（           ）  

企画者または主催者名 社団法人オホーツク森林産業振興協会 

取組主体 

参加者（参集範囲） 

 

乳幼児 ／ 未就学児童 ／ 小・中学生 

 

大人（高校生以上） ／ 高齢者 ／ その他（     ） 

 

参加者の募集 

 

  あ  る  ／   な  し 

 

※経済の伝書鳩(地元紙)、各種新聞紙記事にて掲載 

 

ＨＰアドレス・連絡先（担当者） 

社団法人オホーツク森林産業振興協会 

TEL 0157-25-1331 

FAX 0157-25-1332 

E-mail woodplaza@owp.or.jp 

URL http://www.owp.or.jp 
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クラフト街道バスツアー 
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木と森をつなげるプログラム 

具体的内容 

【概要】 

北海道がすすめる「木育」の一環として、北海道主催による事業「わくわく！木育ランド」

が平成17 年10 月に開催されました。それに合わせて、「木育」を意識した、ふぉれすと鉱山

周辺の森と木のおもちゃをつなげる自然体験プログラムを開催しました。 

 

【実績】 

平成１７年度 「わくわく！木育ランドin のぼりべつ‘ふぉれすと鉱山’」同時開催 

 

【取り組み始めたきっかけ・活動を始めるまでの足跡】 

ふぉれすと鉱山では、木や森に直接触れる自然体験プログラムを通して、森林に思いを馳せ

るきっかけを与えることが、「木育」の理念を達成できるものと考えています。 

 ふぉれすと鉱山周辺には、木があり、その集合体である森があります。また、ふぉれすと鉱

山スタッフや「NPO 法人モモンガくらぶ」、個人の市民ボランティアをはじめ、良質な自然体

験プログラムを展開できる人材が豊富です。 

 この木育イベントに参加した子どもたちや大人たちが、木のおもちゃで遊ぶことの大切さ、

面白さを知り、合わせて、森につながっていることをふぉれすと鉱山で体験できることは素晴

らしいことだと思い、企画しました。 

 

【活動・取組の特徴】 

 ふぉれすと鉱山らしい、「木育」の考え方を具現化するため、「わくわく！木育ランド」と同

時開催で、「木と森をつなげるプログラム」と題して、室内の木のおもちゃと鉱山町に広がる森

につなげるプログラムを行いました。実際に行われたプログラムには、「トドマツ林を調べよう」

（森の遷移を学ぶ調査体験）、「森のようちえん」（幼児の森の中での自然体験）、「木のあかちゃ

んのお引越し」（トドマツ林のなかで育っている広葉樹たちを里山づくりに活かす活動）、「はし

（箸）をつくろう」（身近な道具を自分たちの手でつくる活動）、「秋色を染めよう」（自然から

色をいただく活動）などです。 

 「このはし（箸）、毎日のお弁当に持っていくよ！」「木の根っこってこんなに地面に入って

いるんだね。」など参加した子どもたちや保護者から感動の言葉をいただきました。このプログ

ラム展開や普段の生活の中にある木材を通じて、自然環境について考えるきっかけを与えるこ

とができたと思います。 

 

五感や創造性を高める ★★★ 森や木に関する知識をつける・高める ★★ 

協調性や社会性を育む ★★★ 森や木を通じた地域の活性化を図る ★★ 

運動能力の発達を促す ★★ 木の文化や技術を伝える・つくる ★★★ 

生命と自分とのつながりに気づく ★★★ つくり手・買い手・使い手をつなぐ ★★ 

期待できる効果 

（自己評価） 

その他（           ）  その他（           ）  

企画者または主催者名 登別市ネイチャーセンター ふぉれすと鉱山 

取組主体 

参加者（参集範囲） 

 

乳幼児 ／ 未就学児童 ／ 小・中学生 

大人（高校生以上） ／ 高齢者 ／ その他（     ） 

参加者の募集 
  あ  る  ／   な  し 

 

ＨＰアドレス・連絡先（担当者） 

登別市ネイチャーセンター ふぉれすと鉱山 

Tel：０１４３-８５-２５６９ 

Fax：０１４３-８１-５８０８ 

E-Mail：kouzan@pluto.plala.or.jp 

URL：http://www.noboribetsu.ed.jp/̃ncenter/ 
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木と森をつなげるプログラム 
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ポロトの森感謝祭 

具体的内容 

【概要】 

ポロト自然休養林30 周年を記念したイベントです。 

 “森と遊ぶ”をテーマに「記念式典」「チェーンソーアート」「自然観察会」「クラフト体験」

「ネイチャーゲーム」を通して、人と森の関わり、森や木の大切さを理解し普及するとともに

ポロトの森の利用促進を目的に開催しました。 

 

【実績】 

 平成１８年６月２４日（土）実施 

 参加者数１７７名 

 

【取り組み始めたきっかけ・活動を始めるまでの足跡】 

 平成18 年7 月8 日でポロト自然休養林指定から30 周年を迎えるにあたり、ポロトの森に

関係する団体をもって実行委員会を組織しイベントを企画しました。 

 

【活動・取組の特徴】 

 日頃から地域住民や都市住民（観光客）にウオーキングや植物観賞、自然体験の場として利

用されているポロト自然休養林の 30 周年を記念したイベントで「森と遊ぶ」をテーマに多様

な体験プログラムを提供しました。 

 体験プログラムの提供は、ポロトの森のネイチャーガイドの方たちが主体となって実施し、

今後のポロトの森の利用振興につながるものとなっています。 

 当日は、市街地から送迎バスを運行し、子供同士での参加や家族での参加が見られ、また、

町外からの参加者が６８％と多く見られました。 

 参加者は、森林空間での遊びや木に触れ、工作することの楽しさを通して、五感や創造性を

高めたり、森や木の大切さを知る機会となっております。 

 

 

 

五感や創造性を高める ★★★ 森や木に関する知識をつける・高める ★★ 

協調性や社会性を育む ★ 森や木を通じた地域の活性化を図る ★ 

運動能力の発達を促す  木の文化や技術を伝える・つくる  

生命と自分とのつながりに気づく  つくり手・買い手・使い手をつなぐ  

期待できる効果 

（自己評価） 

その他（           ）  その他（           ）  

企画者または主催者名 
ポロトの森感謝祭実行委員会 

（平成18年8 月３0日をもって事業完了により解散） 

取組主体 

参加者（参集範囲） 

 

乳幼児 ／ 未就学児童 ／ 小・中学生 

 

大人（高校生以上） ／ 高齢者 ／ その他（     ） 

 

参加者の募集 

 

  あ  る  ／   な  し  

 

 

 

ＨＰアドレス・連絡先（担当者） 

白老町役場産業経済課農林緑化グループ 

TEL 0144-82-6491 

FAX 0144-82-4391 

E-mail sankei@town.shiraoi.hokkaido.jp 

URL http://www.town.shiraoi.hokkaido.jp/ 
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子供たちが木にふれあう事業 

具体的内容 

【概要】 

白糠町林業振興対策委員会では、平成１７年度からの標記事業を行っている。 

木工教室や丸太早切競争、ダルマ落し、年輪あてクイズを行い、２００名以上の参加があり、

盛況でした。 

 

【実績】 

17.10.9 町のホワイトファーム・フェスタ(農業祭)のイベントの一つとして実施。 

今後も継続予定。 

 

【取り組み始めたきっかけ・活動を始めるまでの足跡】 

道が取り組む｢木育｣の推進の一つとして。 

 

【活動・取組の特徴】 

イベントにあわせて実施したことで、多くの集客がありパネルの展示なども含め、木や森林、

林業への関心を高めることができた。 

丸太早切も子供のみを対象としていたが、大人も参加したいとの意見があり、急遽大人の部

も実施した。 

木工教室も子供も大人もたくさん集まり、木に親しむよい機会を提供することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五感や創造性を高める ★★★ 森や木に関する知識をつける・高める ★★★ 

協調性や社会性を育む  森や木を通じた地域の活性化を図る ★★ 

運動能力の発達を促す  木の文化や技術を伝える・つくる ★★ 

生命と自分とのつながりに気づく  つくり手・買い手・使い手をつなぐ  

期待できる効果 

（自己評価） 

その他（           ）  その他（           ）  

企画者または主催者名 
白糠町林業振興対策委員会 

(くしろ森づくりセンター音別事務所） 

取組主体 

参加者（参集範囲） 

 

乳幼児 ／ 未就学児童 ／ 小・中学生 

 

大人（高校生以上） ／ 高齢者 ／ その他（     ） 

 

参加者の募集 

 

  あ  る  ／   な  し  

 

 

ＨＰアドレス・連絡先（担当者） 

白糠町役場経済課林業係 

TEL：01547-2-2171 

FAX：01547-2-4659 
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子供たちが木にふれあう事業 

 

    

 

 

 

    

 


